















































































































































年12月 2 日）を対象とし，第77回（1927年 1 月29日）～第97回（1928年 3 月17日）までは福
島県「自費家族移民｣ の累計数，第98回（1928年 4 月 2 日）～第277回（1937年12月 2 日）














年 家族数 移民総数 男 女 家長の平均年齢
1家族の
平均人数 町村数
1927年 43 230 124 106 31. 1 5. 0 33
1928年 35 192 93 99 28. 9 4. 9 27
1929年 81 529 273 256 32. 3 6. 5 60
1930年 93 573 306 267 32. 9 6. 9 47
1931年 37 204 120 84 28. 7 5. 0 28
1932年 156 1015 546 469 32. 4 6. 5 82
1933年 177 1131 628 503 33. 2 6. 4 99
1934年 296 1865 986 879 33. 29 6. 3 137
1935年 110 802 428 374 34. 4 7. 3 62
1936年 38 253 133 120 32. 4 6. 0 34
1937年 44 292 155 137 31. 3 6. 2 35
計 1110 7086 3792 3294 31. 9 6. 1 644
〔典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ｣ 海外興業取扱『伯剌西爾行移民名簿』各回より福島県における年次別
輩出移民数を集計して作成。
　　海外興業取扱移民のうち，第77回（1927年 1 月29日）～第277回（1937年12月 2 日）をもとに，第77回（1927年 1 月29
日）～第97回（1928年 3 月17日）までは福島県「自費家族移民｣ の累計数，第98回（1928年 4 月 2 日）～第277回（1937
































1927年 総数 230 1928年 総数 192 1929年 総数 529 1930年 総数 573
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
双葉郡 上岡村 17 双葉郡 苅野村 20 双葉郡 苅野村 36 石城郡 大浦村 40
安達郡 木幡村 16 相馬郡 金房村 18 相馬郡 石神村 35 石川郡 小平村 34
相馬郡 石神村 16 相馬郡 石神村 14 相馬郡 大甕村 33 石城郡 永戸村 33
双葉郡 熊町村 14 耶麻郡 長瀬村 13 双葉郡 請戸村 21 田村郡 夏井村 30
石城郡 平町 11 伊達郡 長岡村 9 双葉郡 大堀村 19 双葉郡 龍田村 25
双葉郡 広野村 9 田村郡 岩江村 8 相馬郡 上真野村 17 信夫郡 鎌田村 24
石川郡 中谷村 8 安積郡 丸守村 7 伊達郡 森江町 15 石城郡 三阪村 21
信夫郡 佐倉村 8 石城郡 四倉町 7 岩瀬郡 鏡石村 14 石城郡 玉川村 20
東白川郡 鮫川村 8 岩瀬郡 浜田村 7 信夫郡 松川村 12 信夫郡 野田村 18




1931年 総数 204 1932年 総数 1015 1933年 総数 1131 1934年 総数 1865
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
相馬郡 上真野村 18 伊達郡 茂庭村 67 安達郡 二本松町 36 双葉郡 浪江町 132
石城郡 神谷村 16 信夫郡 野田村 64 東白川郡 常豊村 36 双葉郡 苅野村 74
伊達郡 伊達崎村 15 福島市 41 双葉郡 新山町 35 相馬郡 金房村 65
福島市 14 伊達郡 伊達崎村 41 双葉郡 熊町村 33 安積郡 日和田町 57
石城郡 内郷村 13 伊達郡 伏黒村 38 郡山市 33 安達郡 油井村 52
安達郡 針道村 11 安達郡 玉井村 37 安達郡 玉井村 31 双葉郡 大堀村 43
信夫郡 大森村 9 郡山市 32 伊達郡 睦合村 31 安達郡 玉井村 36
信夫郡 鳥川村 8 信夫郡 佐倉村 32 東白川郡 鮫川村 28 田村郡 大越村 33
石川郡 小平村 7 石川郡 母畑村 30 北会津郡 大戸村 23 伊達郡 月舘町 31
岩瀬郡 濱田村 7 信夫郡 飯坂町 27 西白河郡 釡子村 23 信夫郡 鎌田村 29
大沼郡 西方村 7 双葉郡 苅野村 23 伊達郡 石戸村 29
西白河郡 白河町 7 福島市 23 伊達郡 伏黒村 29
耶麻郡 小川村 7
1935年 総数 802 1936年 総数 253 1937年 総数 292
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
双葉郡 苅野村 52 伊達郡 立子山村 16 双葉郡 浪江町 42
双葉郡 大野村 50 相馬郡 石神村 14 相馬郡 石神村 19
相馬郡 金房村 38 西白河郡 大沼村 11 郡山市 13
伊達郡 半田村 34 双葉郡 川内村 11 安積郡 喜久田村 12
相馬郡 福浦村 31 田村郡 移村 10 安達郡 戸沢村 12
安積郡 日和田町 30 双葉郡 上岡村 10 伊達郡 染川町 12
双葉郡 熊町村 28 石川郡 野木沢村 9 信夫郡 荒井村 11
双葉郡 浪江町 28 相馬郡 大甕村 9 西白河郡 矢吹町 11
双葉郡 幾世橋村 25 伊達郡 睦合村 9 相馬郡 真野村 10



































































町村名 戸 移民数 1935年人口 移民／人口
浪江町 36 231 6,062 3. 8%
苅野村 31 212 3,601 5. 9%
大堀村 15 111 3,645 3. 0%
幾世橋村 9 54 1,939 2. 8%
請戸村 7 46 2,483 1. 9%
津島村 0 0 2,407 0. 0%
計 98 654 20,137 3. 2%
〔典拠〕表 1に同じ。1935年の人口は『浪江町史』による。
表 5　浪江町の町村・大字別ブラジル移民数（1927～1937年の合計）
町村名 大字 戸 移民数 町村内比
浪江町 大字権現堂 18 121 52. 3%
苅野村 大字立野 15 113 53. 3%
苅野村 大字室原 11 78 36. 8%
浪江町 大字川添 7 52 46. 8%
大堀村 大字谷津田 5 42 37. 8%
大堀村 大字酒井 5 32 28. 2%
請戸村 大字請戸 3 27 58. 7%
大堀村 大字田尻 3 26 23. 4%
幾世橋村 大字幾世橋 3 24 44. 4%
浪江町 大字牛渡 4 20 8. 7%
浪江町 大字高瀬 3 20 8. 7%
請戸村 大字中浜 4 19 41. 3%
浪江町 大字樋渡 4 18 7. 8%
幾世橋村 大字棚塩 3 17 33. 3%
幾世橋村 大字北幾世橋 3 13 24. 3%
大堀村 大字大堀 2 11 9. 9%
苅野村 大字苅宿 2 6 2. 8%
苅野村 大字酒田 1 5 2. 4%
苅野村 大字西台 1 5 2. 4%

































































































































































1953年 総数 119 1954年 総数 275 1955年 総数 274 1956年 総数 435
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
相馬郡 石神村 18 石城郡 三和村 32 田村郡 船引町 40 耶麻郡 西会津町 58
相馬郡 大甕村 16 信夫郡 野田村 21 福島市 26 安達郡 安達村 28
福島市 10 安達郡 岳下村 18 安達郡 二本松町 25 田村郡 船引町 27
安達郡 小浜町 9 福島市 17 須賀川市 18 伊達郡 国見町 26
相馬郡 原町 8 安積郡 安積町 15 安達郡 大玉村 15 常磐市 25
耶麻郡 駒形村 8 岩瀬郡 杵衝村 14 河沼郡 高郷村 14 安達郡 二本松町 23
信夫郡 大森村 7 原町市 14 伊達郡 保原町 14 耶麻郡 猪苗代町 22
相馬郡 小高町 7 安達郡 白岩村 13 安達郡 東和村 10 伊達郡 保原町 21
双葉郡 大野村 7 信夫郡 大庭村 9 双葉郡 大堀村 9 田村郡 三春町 20
安積郡 河内村 6 伊達郡 掛田町 9 石城郡 好間村 8 原町市 17
1957年 総数 424 1958年 総数 267  1959年 総数 332 1960年 総数 193
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数  郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
福島市 42 双葉郡 浪江町 58  双葉郡 浪江町 80 双葉郡 浪江町 72
信夫郡 飯坂町 38 福島市 23  伊達郡 霊山町 43 相馬郡 飯館村 13
田村郡 小野町 25 安達郡 東和村 21  二本松市 37 福島市 10
相馬郡 鹿島町 18 安達郡 岩代町 20  安積郡 湖南村 16 安達郡 東和町 9
原町市 18 石城郡 田人村 16  耶麻郡 山都町 15 常磐市 8
双葉郡 浪江町 18 石城郡 三和村 15  郡山市 9 相馬郡 金房村 7
石城郡 川前村 17 安達郡 二本松町 12  石城郡 遠野町 8 安積郡 喜久田村 6
田村郡 都路村 17 大沼郡 三島村 11  相馬郡 小高町 8 郡山市 6
安積郡 片平村 15 河沼郡 湯川村 8  福島市 8 田村郡 中田村 6
石城郡 三和村 14 相馬郡 鹿島町 8  南会津郡 下郷町 8 信夫郡 飯坂町 5
               
1961年 総数 78 1962年 総数 21 1963年 総数 11
郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数 郡 町村名 移民数
双葉郡 葛尾村 14 岩瀬郡 天栄村 7 石城郡 三和村 2
常磐市 12 伊達郡 伊達町 5 大沼郡 本郷町 1
大沼郡 会津高田町 10 平市 2 信夫郡 吾妻町 1
相馬郡 鹿島町 9 石城郡 四倉町 1 伊達郡 梁川町 1
双葉郡 富岡町 7 大沼郡 新鶴村 1 伊達郡 保原町 1
相馬郡 飯館村 6 郡山市 1 伊達郡 霊山町 1
伊達郡 梁川町 5 須賀川市 1 会津若松市 1
石川郡 平田村 4 伊達郡 梁川町 1 福島市 3
耶麻郡 猪苗代町 4 双葉郡 双葉町 1






























































年 戸 人 赤宇木 下津島 室原 南津島 権現堂 末森 昼曽根 津島 幾世橋 藤嶋 井手 川添 酒田 立野 寺沢 浪江
1953 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1954 1 8 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1955 1 9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1956 4 10 0 0 6 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1
1957 4 17 11 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1958 11 59 20 30 1 0 1 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 1
1959 17 76 0 13 36 9 9 0 0 0 0 5 1 0 2 0 0 1
1960 16 75 45 5 2 14 0 0 0 6 0 0 1 2 0 0 0 0
1961 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
1962 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1963 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





























移住者番号 譲受面積 譲受前経営面積 計
1 20 30 50
2 60 100 160
3 40 150 190
4 220 0 220
5 60 100 160
6 210 200 410
7 190 200 390
8 150 120 270

































海外協会伯国支部『会報』第 9号，1957年 6 月 1 日，11ページ。
26）　前掲，農業拓殖協会「福島県双葉郡浪江町調査報告書」，31ページ。
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福島県における市町村別ブラジル移民の輩出地とその変遷
む す び
本稿の目的は，1930年代の国策移民と1950年代の戦後移住を比較するという視点のもと，
海外興業取扱『伯剌西爾行移民名簿』の各回と海外移住事業団『海外移住者名簿（出身県
別）』（1966年 3 月）を基本資料として福島県からの市町村別ブラジル移民輩出数を算出し，
その分布の図示を試みることであった。この作業を通して見出した一つの傾向が，1930年代
においても50年代にあっても，その当初は相馬郡や福島市，安達郡内の市町村から多くの移
住者を輩出していたが，30年代半ば，50年代半ばになると双葉郡の浪江町周辺からの移住者
が増加しはじめ，連続して上位に入っていたことであった。
ただし，残念ながら，なぜこのような推移をたどり，それぞれの年代の終盤になると浪江
町からの移住者が増えるのかという点についての解明にはいたっていない。30年代の農村恐
慌からの回復，50年代の戦後復興の波は，福島県にあっては人口も多く交通至便な中通りか
ら高まり，徐々に浜通り，会津方面へと波及していった。浪江町からブラジル移民が多いの
は，そうした波の到来を待ちきれず，郷土の先人たちを頼りに，移住を決意したひとが多
かったことによるのだろう。本稿の方法は名簿を典拠とした量的調査に重点を置いている。
移住の動機や移住を決断させた要因分析は不可欠である。さらなる課題としておきたい。
また，30年代と50年代の移住の間に位置する満洲移民の実態と輩出地域の特定も欠かせな
い課題である。30年代半ばになると，ブラジル政府が日本人移民の受入れ制限を強めたこと
もあって，日本の国策移民は満洲へと方向転換していった。各府県の海外協会や移住組合な
ど移民を奨励する団体の取り組みにも切れ目はなく，ブラジルの次は満洲だと宣伝勧誘活動
に余念がなかった。では，満洲移民の輩出地域はどのように分布していたのか。それはブラ
ジル移民の輩出地域とつながり，重なるのか，それともブラジル移民とは異なる広がりを見
せていたのか。この点を明らかにするためにも満洲移民の輩出地域の特定，開拓団名簿の調
査研究が俟たれる。
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